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西加茂郡・東加茂郡及びそこの:周辺

地域における語のノ伝播について

はじめに

「前庭」「馬鈴薯」「まぶしい」

の 多 い 地 域 で あ る
。
（ 図O-1 ）
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本稿の資料となる愛知県西加茂ノ郡1 東加茂郡及びその周辺地域での調査

は，昭和57年春から昭和58年夏にかけて行ったもりである。

西加茂郡・東加茂郡は尾張と三河の境に位置し, 凛ぷl東濃地方白と呼ばれ

る岐阜県土岐市,し瑞浪市，恵那郡に接し ている。また，当該地域は名古屋

市の中心からほぼ30キ= 東にあり，猿投山を境に名古屋近郊とはいえ，山
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調査地域には西加茂郡藤岡町，小原村，東加茂郡足助町，旭町，下山村，
やにぎ　　　あずり　　　ともえ

さ ら に 隣 接 の 豊 圧1市 東 部 を も 含 む 。そ し て ， そ こ に は 矢 作 川 ， 阿 摺 川 ， 巴 川

が山間を縫って流れており1 中でも矢作川はM ぼ西加茂郡と東加茂郡との

境を成している。（図O-2）

山間部がほとんどを占める当該地域では，集落といっても人家がかなり

の距離をもって散在し ているところが多い。ただ，調査地域内の中央を東

西に延びている国道153 号線沿いには今も古い歴史の面影を残す足助の町

並みを見ることができる。国道153 号線はかつて「伊那街道」と呼ばれ, 近

世より矢作川，巴川の水運とともに中馬による馬の背輸送が発達し，明治

44年に国鉄中央線が名古屋一春日井一多治見一長野へと全線開通するまで

は↓ 信州飯田から下伊那の根羽を経て足助に入り，名古屋に至る主要な中

馬街道であった。（1）調査地域内を通る中馬街道とし て他には，「伊那街道」

の足助の町の西の入口近くに岡崎に至る「アビ里街道（別名足助街道）」が。

あ
けち　　　いわむら

さらに足助の町の東の入口近くに岐阜県恵那郡明智，岩村に通じる「美濃

街道」が分岐している。そして，足助の町は東加茂郡において，中馬の宿

場的要素に加えて，商業の中心地的性格の強い町として発達した。

西加茂郡藤岡町，小原村及び豊m 市は江戸期から，豊田に市制が施行さ

れた昭和34年までは二つに統括されていた。豊田市の中心地は調査地域よ

りさらに南西に位置しているが，最近，急速に発達したこの豊田も昔は挙

母といい，小規模な集散地の一つであった。藤岡町，小原村では陶磁器の

原料となる石粉が採れることもあって，窯業の中心地である瀬戸や隣接の

多治見市や土岐市など窯業を主産業としている地域との往き来が盛んだっ

たようである。現在，西加茂郡・東加茂郡では藤岡町が豊田，名古屋，瀬

戸の通勤圏に入るためか，唯一ここで住宅が増加し ている以外，足助町,二

旭町，下山村，小原村では過疎化か進み，深刻な問題となっている。

調査地点数は，　　　　　　　　　　　 十

愛知県西加茂郡藤岡町　　13地点
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……　　　　　
小 原 村　　10 地 点

東 加 茂 郡 足 助 町　　18 地 点　　
エ　 … …

旭　 町　　12 地 点

・．．・・ ．　 ・ ．　　　　　　　 ・．・・ ・　
下 山 村　

＼12
地 点　　　

． つ

豊 田 市　　　　　　13 地 点

岐 阜 県 土 岐 市　　
丿　　　　1

地 点

恵 那 郡 明 智 町　　　1 地 点

串 原 村　　　3 地 点

計　83 地 点

被 調 査 者 の 条 件 は
，
そ れ ぞ れ の 地 点 で 生 ま れ 育

っ た
生 え 抜 き の 明 治 生 ま

れ で あ る こ と
，
両 親 も し く は 片 親

・
も 同 地 点 生 ま れ で あ る こ と

，
他 地 で の

在 住 歴 が5 年 以 内 で あ る こ と と し た が
，
実 際 に は 大 正 生 ま れ を5 地 点 含

む
．
性 別 は 可 能 な 限 り 男 性 と し 牝 私(7 ） の

，
升 既70 地 点

，
女 性13 地 点 と な

っ

た ．

調 査 方 法 は
，
な ぞ な ぞ 式 質 問 法 『T 日 本 言 語 地 図 』 の 質 問 文 を 参 考 ） で

も
っ
て 語 彙52 項 目 に つ い て 面 接 調 査 を 行 う

．
さ ら にi 予 備 調 査 か ら 得 た 語

形 を 示 す こ と に よ っ て 理 解 語 を も 調 査 し た
．
現 在

，
す で に こ の 地 域 の 老 年

層 で も 共 通 語 化 し て い る 項 目 は 多 く
，
そ の た め 被 調 査 者 に は 可 能 な 限 り 幼

年 期 か ら 使 用 し て い る ， ま た は 使 用 し た 語 形 を 回 答 し て も ら っ た と い う の

が 実 状 で あ る
．
本 稿 の 「 二

．
当 該 地 域 の 語 の 分 布 相 」 以 降 の 本 文 及 び 分 布

図1-2,   2-2 で 用 い る 「 使 用 語 」 「 理 解 語 中 使 用 語 」 「 理 解 語 中 理 解 語 」 に

つ い て は
，
被 調 査 者 が も

っ
と も よ く 使 用 す る 語 形

，
も し く は 使 用 し た 語 形

を 「 使 用 語 」 と し
，
被 調 査 者 自 身 が 時 々 使 用 す る と 回 答 し た 語 形 を 「 理 解

語 中 使 用 語 」 と 七
，
被 調 査 者 の 宗 族 ま た は 同 集 落 生 ま れ の 在 住 者 が 使 用 す

る と 回 答 し た 語 形 を 「 理 解 語 中 理 解 語 」 と し か
．
た だ し

，
「 理 解 語 」 に は 被

調 査 者 が 他 の 土 地 で 知 り 得 た 語 形
，
ま た は 他 の 土 地 の 語 形 で あ る と 認 識 し

て い る 語 形 は 含 ま な い ．　　　　　　-.　　　　　　　　　II　　　　　　　

ゝ
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二．当該地域の語の分布相

西 加茂郡 ・東加茂郡 及びそ の周辺地域で の調査は尾張 と三河の境に位 置

す る地域 の語の 分布櫓を:調 べ る一環とし て行づているものであるが，当該

地域は前述通 り， 村ノノ='とXにヽつ て も人家が散在し ておノり，そ れがかえって隣村

との交流を自由にし てんごヽ・万る のか， 少ts:《ニど も＼語彙においては各項目とも変

種は少なく， 分布 も単純な ものが多かづだ。 足助の町は物資の流通におい

て， 名古屋または 岡崎から飯 田 へ至る間 の主要な一 宿場町であると同時に，

文化流通の中継地 で先あうだ。文化は主に岡崎から 足助勿町に向け七流れ，

足助周辺 の集落は足助 の町から モれを吸収し ていうたのであゐ ‰ 恰 ト同様

に 語彙におい て恚,犬二語形が 南北にそ れぞれ分布している場合,大北に分布

する語形に対し て，=南に分布す る語 形
ダ‘1　
つま り岡崎方面め影 響を受 けたと

考えられる語形には勢力かおり， 明らかに侵入語形 と考えられるものが圧

倒 的に多い。さら に， わず かではあるが,∧当該地域よ……1:り万万西の√づ ま……7り尾張

地 区を含む,づもノし くはモの地区 の影響の みら れる地域から逆)侵 入と考えら

れ る語形を持つ分布図も△ある。

本橋では，以上のような当該地域におけ る語 の伝播め特徴を見 るために,
犬

『前庭上図1 ，「馬鈴 薯「ノじゃがい 稲 」図コ2√「 まぶしい 士図白3を取 ノり上げる,。

前庭

図1-1 は質問文「農家では家め南営にあ る作業場,    つまごり脱穀をした

り. 藁を干したいりずるのに使ノう空地を何＼といい ま∇すか。」から得た使用語

の分布図であ万る。

矢作川ノ以北及び旭町にガド／矢作川以南の豊田市，足助町，下山村にオ

モテが 分布七てひづる。‥跡口名類聚抄J::に よ れば√「門弥| ，‥ 所以通万出入也」

とあるが，所によってはカドの意味するものが少しずつ違い,レ家の前の道



Iニ　　　　　・　　ト　　　　　　　　　　226

路 で あ っ た り， そ の 道 路 か ら 宅 地 へ の 入 り 道 で あ っ た り す る。 ま た ， 調 査

地 域 の 東 に 隣 接 す る 北 設 楽 郡 神 田 （か つ て 振 草 村 ） で は 宅 地 と 屋 敷 墓 を 指

し て い う。 従 っ て ， こ こ に 分 布 す る カ ド が 『 和 名 類 聚 抄 』 で い う 門 の 拡 大

解 釈 に よ る も の な の か ， ま た 垣 根 で 区 切 づ だ 敷 地 を 指 す 垣 内 （か い と ） が

変 化 し た も の な の か わ か ら な い 。 オ モ テ は 裏 に 対 す る 表 の 意 か ら き て い る

の で あ ろ う が,・ 当 該 地 域 で は 家 の 裏 の 意 とし て セ ド が 全 域 に 分 布 し て い た 。

図1-1 は 二 語 形 に よ る 単 純 な 分 布 図 で あ る が ， 図1-2,    1-3 を 合 わ せ 見 る こ

と に よ っ て 語 の 流 れ が か か る。 図1-2 は カ ド と オ モ テ の 使 用 語 及 び 理 解 語

の 分 布 図 で あ る 。 こ れ を 見 る と ， 使 用 語 カ ド が 分 布 し て い る 旭 町 に 理 解 語

と し て オ モ テ が 分 布 し て お り ， そ れ は さ ら に 矢 作 川 以 北 に ま で も 分 布し て

い る こ と が わ か る 。 地 点6528 ・5919,   6528 ・7820,  6529 ・5525,  6529 ・7496 ，

6529 ・9028 の5 地 点 で は 力 下 が 古 く ， オ モ テ が 新 し い 語 形 で あ る と の 報 告

が 得 ら れ た 。 図1-3 は カ ド の 意 味 を 地 図 に 表 わ し た も の で ，オ モ テ（ 前 庭 ）

が 分 布 す る 矢 作 川 以 南 に は カ ド が 部 分 名 称 とし て 使 用 さ れ て い る 地 点 が あ

る 。 当 該 地 域 の 農 家 の ほ と ん ど が 道 路 よ り 少 し 奥 に 家 屋 を 建 て て お り， そ

の た め 道 路 か ら 宅 地 ま で の 間 に 細 い 道 を 作 って い る 。 そ れ を 指 し て カ ド，

ま た は 家 屋 が 山 の 斜 面 に 建 て ら れ て お れ ば 入 り 道 は 坂 に な っ て お り ， そO

よ う な 所 で は カ ド サ カ と い う。 地 域 差 は な い 力≒ 玄 関 を 指 し て カ ド ， カ ド

ダ チ と い う地 点 も あ る。

以 上 ， 図1-1,    1-2,   1-3 よ り 考 え る に ， 当 該 地 域 で は も と も と 前 庭 の

意 味 とし て の カ ド が 分 布 し て い た が ， 南 か ら オ モ テ が 侵 入 し て き た こ と に

よ っ て ， 豊 田 市 ， 足 助 町 ， 下 山 村 に 力下 が 部 分 名 称 と し て 残 っ た の で あ ろ

う。 そ し て ， カ ド が 使 用 語 ， オ モ テ が 理 解 語 と し て 分 布 す る 旭 町 で は よ う

や く オ モ テ が 伝 験 し て き た と こ ろ で あ り， 現 時 点 で カ ド が 分 布 す る 藤 岡

町 ， 小 原 村 で も ， 矢 作 川 が 妨 げ と な っ て い る も の の ， オ モ テ の 侵 入 は 必 至

と 考 え ら れ る。



225　西加茂郡・東加茂郡及びその周辺地域における語の伝播について

項目

図1-1 前　 庭

;質 問文 ： 農家 で は家 の 南側 に あ たる 作業 場 、つ ま り脱 穀 をし た り

藁 を干 し た りす るの に使 う 空地 を 何 といい ま すか 。
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図1-3 カ ド の意 味
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馬鈴薯（じゃがいも）

図2-1 は絵を見せながら「夏の初めと秋とに一年に二度とれるこの芋を

何といいますか。」という質問から得た使用語の分布図である。

矢作川以南一帯に分布するコーシーモは，足助町に1 地点，下山村に2

地点みられるコーシモとともに，コーシューイモの変種と考えるが，コー

シーモがコーシューイ予の誂りだとの報告は地点6539・5648のみである。

また，コーシューイモとは「甲州芋」のことなのか，当該地域においで「馬

大鈴薯」と甲州（山梨）の関わりは明らかでない。矢作川以北及び豊m 市から

足助町，下山村にかけてジャガタラが分布している。被調査者の多くは，

ノジャガタラが正し くはジャガタライモであること，そして，それが昔ジャ

ワから日本に伝えられたことによ力名付けられたものであり，現在の共通

語形ジ ャガイモのもとの語形であることを認識している。旭町を中心に分

布してト るニドイ干については,この土地ではかつては質問文通り，馬鈴薯

を年に二回作っていたとの報告を得ているし，地点6529 ・6136, 6529・7311

j
では理解語としてニサクイモ（二作芋）が回答されている。このことから

もニドイモが収穫回数に関係する「二度芋」のことであることは明らかで

ノあ る。分布図にはないが，ニドイモを理解語まで見ると，さらに旭町周辺

卜の小原村，足助町にまで分布している。しかし，これら旭町を中心にみら こ

j れるニドイモは，前述の「前庭」でのオモテり旭町ぺの伝播の遅さから七 十

わかるように，矢作川以南に分布するコーシーモよりも古い語形の残存と＞

ト考えられる。図2-2・・はジ十ガタライモ，ジャガタラ，ジャガタをまとめた.j

゛ジャガタライモ類， コーシューイモ，コーシーモ，コーシモをまとめた 耳i

－シューイモ類それぞれの使用語及び理解語の分布図である。コーシュー

レイモ類は理解語をみても矢作川以北にはあまりみられないが，ジャガタラ

レイモ類のそれは矢作川以南一帯に分布している。さらに，ジ ャガタライモ

j 類とコーシューイモ類が重なる地域でコーシューイモ類が古語形，ジャガ

ケタライモ類が新語形との報告は地点6528 ・8845,   6529・6348,   6529・7311,
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図2-1 馬 鈴 薯

質 問 文：（絵 を見 せ なが ら ）夏 の初 め と秋 とに 一年 に 二 度 とれ る

こ の芋 を何 とい い ますか 。
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ツ　
コーシューイモ類

図2-2 ジャガタライモ類
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6539・0366,  6539・4116,  6539・4338,  6539・4691,   6539・5084,   6539・8284,

6539 ・8397,  6539・8427 の11 地 点 で得られたが，その逆の報告はなかった。

中 で 払 地点6528 ・8845,  6539・8284 で は 被調査者自身はジ ャガ タライモ

類を 使用するが，先代がコーシューイモ類を 使層し てい た と報告し てい

る。以上のことから，矢作川以南にコーシューイモ類が 分布し ていたとこ

ろへ，西からジ ャガタライモ類が侵入し てきたと考えられる。

まぶしい

図3 は質問文「天気分よい日に外に出ると太陽の光があまりきつくて，

=目を開けていられないような感じがします。この感じをどんなだといいま

すか。」から得た使用語の分布図である。

南から順に見てみると，ヒズルシイが下山村に，ヒズルイが豊田市，足

助町に，ヒド1==・イが矢作川以北藤岡町，小原村に分布し ており，さら仁ヒ

ドルイが矢作川沿いに，ヒダルイが旭町に3 地点，串原村に1 地点みられ

る。『日本国語大辞典よによれば，ズルイには「悪賢い」の他，「しまりが

ない」の意があり，新潟県，長野県の一部では「動作がにぶい」の意で使

われているという。さらに，調査地域より東に位置する北設楽郡で「仕事

がズルイ」といえば「仕事が手早くできない」の意である。　トI==1イやタル

イにも「動作や反応がにぶい，しまりがない」の意かおる。とすれば，当

該地域にみられるヒズルイ， ヒドロイ， ヒダルイは同義語ズル イ， トロ

イ，タルイにト （日）がついた複合語と考えられようか。さ七, 下山村に

分布するヒズルシイは『日本言語地図』］/集第30, 31図「まぶしい」を見る

と，調査地域より栴の西三河一帯と伊豆半島にみられる語形である。これ

が,「日・いずる・らし」を語源とする語形なのか,「日 ，辛い」がもとの形

なのか，またはそのヒズライと関東一帯に分布す石マブシイの混交語なの

か，諸説様々で今のところ明らかにはできないが，少なくとも当該地域の

下山村以北において，旭町に1 地点みられる以外は理解語にも全くみられ
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ないことから，ヒズルイがヒズルシイの派生語と考えるよりも，ヒズルシ

イとは語源を異にし，足助町を中心にヒズルイが分布していたところへ岡

崎から新たにヒズルシイが侵入してきたと考える。また，旭町，串原村に

みられるヒダルイは地理的に考えても古語形の残存と考えられるが,犬それ

では矢作川以北に分布するヒド1==・イは足助町を中心に分布するヒズルイよ

りも古いかとなると一概にいえない。なぜならば，まずヒ 白3 イは東濃地

方南端部から調査地域より西の尾張地区にかけて広く分布している語形だ

からである。さらに，矢作川沿いにみられるヒドルイはヒド1===・イとヒズル

イの衝突によって派生した混交語と考えられる。従って，当該地域一帯に

ヒドロイが分布していたところへ南から新たにヒズルイが伝播してき，矢

作川以南一帯に広がったものの，矢作川に妨げられて当川以北に侵入でき

なかったとい うよりは，当該地域一一帯にヒズルイが分布し ていたところへ

尾張地区から東濃地方にかけて分布する仁トロイが侵入レ てき，矢作川沿

いに緩衝地帯を作り，ヒズルイとヒドl=1イの衝突により混交語 仁ドルイを

派生したと考え る。このように，「まぶしい」は南からの勢力（ヒズルシ

イ）.ヒズルイの対立語形として西からり勢力（ヒドl==・イ）をともに持つ分

布 図である。

三 ．お わりに

本稿では調査地域南部に勢力語形を持つ 分布図「前庭」， 西部に勢力語

形を持つ分布図「馬鈴薯（じゃがいも）」，二対立語形を持つ分布図丁まぶ

しい」を取り上げたが，今回の調査項目の中で, 地理的条件，理解語, 被調

査者の内省報告などから分布語形の勢衰について考察し得る語形は南部勢

力語形16語形，西部勢力語形6 語形，南部勢力語形と西部勢力語形の対立

語形2 組であった。さらに，南部に分布する語形2 語形，西部に分布する

語形1 語形，北部に分布する語形3 語形にそれぞれ勢力がみられたが，こ
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項目
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れ ら は共通語と同語形であるた め除いた。 なぜならば，現在 の共通語と同

語形の語形に関し ては， もともとそ の地域に分布し ていた のか，標準語 と

い う意識 のもとに広がった共通語な のか明らかにすることができなかった

からであ る。これはちょ うど被調 査者 の幼年期が， 明治35 年 に国語調査委

員会が設置され， 日本語の標準語制定 のための調査が始められ るに従い，

方言是正，標準語化への関心が高まりはじ めた時期であることと無縁では

ないだろ う。　　　　　 一

各勢力語形とも資料 とす るにはあ まりにも少ないが，それ でもやは り当

該地域での岡崎， 西三 河の影響は強 く，「前庭」のよ うに 南に 分布する語

形に勢力のあ る分布図が多い。そし て，北部分布語形が南部分布語形を押

えて侵入す るには， 北部のそれが共通語と伺 語形であるとか の，地理的要

因とは 別の力がない限 り起り難い のではない か。それに対し て，西部分布

語形は，南部分布語形との対立語形以外，「馬鈴薯（じゃがいも）」で西部

分布語形ジ ャガタライモ類がコーシューイモ類と重なる地域では前者が新

し い語形 と認められたように，常に新語形の侵入とい う形で現われてお り，

今後， 当該地域におい て， 尾張地区を含む西から の影響は 次第に増大し て

いくであろ うと考える。

注

（1） 信州中馬による馬稼ぎは関東青梅地方から江戸へ，長野県伊那地方から三河地

方への農民による物資輸送がはじまりである。三河山間部の馬稼ぎを特に「三州

馬」といい，信州から名古屋へはたばこ， 麻苧， 椀， 絹， 麻布，紙，薬種など

が，帰り荷には魚類，綿，反物，塩，木綿などが運ばれた。

(2）「戦前，街へ買物に行くとすれば，どこだったか。」という意識調査に対する被

調査者の回答はほぼ下記の通りであった。

被調査者の居住地

一 一
足助町

旭町

各町村の被調査者が指した「街」

足助町足助

足助町足助，瀬戸，豊田，名古屋
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下山村巴川以北

//　巴川以南

藤岡町

小原村

足助町足助

岡崎

瀬戸

瀬戸
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